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電話相禁

書ランチ†7ルーブ

介護者援護

朗ソティ7ルーブ

rt云相と仕…Jげかい心？

市内で、僧みごと話相手が欲し
い方を対象に電慈相塵をするため
のグループを結成しました．
相手の活を十四の心で噂くとい
うことからr聴くの会jという名
前になりました．

今年よは、‾ぉの噂を方や福祉制度
等についそ勉強会を中心に活動して
います．

【定例会】　毎月弟4木曜日
午前10時－12時

（於：市立福祉会館）

増し方や、析ンセルグ柑護を射た方夫議連

個人ボランティア

▲．個人登録の方も1～2ヵ月に
一回程度ボランティアセンター

より送られてくる　rボランティア

募集付軌の中から自分にでき怠
活動を凄んで行事のお手伝い．奉

事援助、地域でのお手伝い等いろ
いろな活勤で活オしています。

ご関心のお有りの方は．

ボランティアセンター（℡84ト93〔

まで

手作りの介護用晶等を通してねたきり
等老人介護者く家族）の会を援助するポラ
ンティアグループとして今年の4月より・′

発足しました．
大きなことはできないが手を使って少
しでもお役に立ちたいという思いから会
のメンバーの一人が「ノj、さな手」と名付け
ました．
今までに、お年寄りの食事時に使って‘7

頂く
〟まえかけ〝を作成し、介護者の方々　　テーマル

零×毛Y等X喜k≡×宰×

市社協登録ボランティアから

いろんなグループが

誕生しています。
～善意の仲間を求めています。～

害〉く雪宣×葦書く章×温Y…X≡×享×≡×

齢納曲射も大音削

キ遺ニードの推移

忽延ニード数日登録Ⅴ敷

7月（月名）

一㌢や弓くすこ苫＝薗碍二軒管q野卑

に大変喜んでいただきました。

【定例会】　毎月第3木曜日

年後1時30分－3時30分

（於：市立福祉会餌）
＊私闘してい強敵咽クルを鋏としていま†．

ご娘でご梢破断　ピー梢だぎいれたら、枇穐
ボランティアセンタ

送迎はlイ絹）ボランティアグループ

みちしるベ

現在、お年寄りや障害児（者）等か
らのボランティア要請の最も多い送迎

（通院介助・リハビリ介助通学介助・・
カイドヘルプ等）の粕をグループで

介鱒方法を勉強しなから、＿活動を通

しての感動を分かちあい、兼しくチー
ムプレイで援助しています。

グループ名は道先を案内すること
‘から「みちしるべ」になりました。

【定例会】　毎月第4木曜日
午後1時30分～3時30分（於：市立福祉金銀）
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萱
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